
 

冬
ふゆ

休
やす

みが終
お

わり、いよいよ２０２６年が始
はじ

まりました。昔
むかし

から「一
いち

月
がつ

往
い

ぬる二
に

月
がつ

逃
に

げる

三
さん

月
がつ

去
さ

る」といわれてきたように、年
ねん

度
ど

末
まつ

に向
む

けて月
つき

日
ひ

が流
なが

れるのを早
はや

く感
かん

じる時
じ

期
き

です。

風邪
か ぜ

やインフルエンザも流
りゅう

行
こう

していますので、体
たい

調
ちょう

管
かん

理
り

にはより一
いっ

層
そう

気
き

をつけて、１日
にち

         

１日
にち

を大
たい

切
せつ

に過
す

ごしてほし 

いと思
おも

います。 

お正
しょう

月
がつ

は、普
ふ

段
だん

より日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

を感
かん

じる機
き

会
かい

が多
おお

かったのではないでしょうか。 

さて、子
こ

どもたちにとって、お正
しょう

月
がつ

の楽
たの

しみといえばお年
とし

玉
だま

。新
しん

年
ねん

を祝
いわ

って、大人
お と な

から子
こ

どもへお小
こ

遣
づか

いを渡
わた

す風
ふう

習
しゅう

です。もともとは、お正
しょう

月
がつ

の「歳
とし

神
がみ

様
さま

（年
とし

神
がみ

様
さま

）」

にお供
そな

えした「もち」を、歳
とし

神
がみ

様
さま

からの贈
おく

り物
もの

として分
わ

け与
あた

えたことが始
はじ

まりとさ

れ、「年
とし

玉
だま

」とは「歳
とし

神
がみ

様
さま

の 魂
たましい

」を意
い

味
み

します。 

 鏡
かがみ

もちを小
ちい

さく割
わ

ってお汁
しる

粉
こ

などに入
い

れ、無
む

病
びょう

息
そく

災
さい

を願
ねが

っ

て食
た

べる行
ぎょう

事
じ

です。もちを小
ちい

さくするのに、包
ほう

丁
ちょう

など刃
は

物
もの

を

使
つか

うのは武
ぶ

士
し

の「切
せっ

腹
ぷく

」を連
れん

想
そう

させるため縁
えん

起
ぎ

が悪
わる

いとされ、木
き

づちや手
て

で割
わ

ります。また、「割
わ

る」ではなく「開
ひら

く」という縁
えん

起
ぎ

の良
よ

い言
こと

葉
ば

が使
つか

われます。 


